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１学年 コミュニケーション・スタート・プログラム ２日間で開催 
５月 14 日（木）・15 日（金）の２日間、大樹高校コミュニケーションスタートプログ

ラム（以下ＣＳＰ）を１学年で実施しました。これは本年度より実施する本校独自の教育

活動で、様々な地域から集まった生徒に、対人コミュニケーションの方法や集団生活のあ

り方、探究活動等の課題発見力や解決力を身に付けてもらうことを目的に企画しました。 

【 １日目 】 

①②コミュニケーションスキルトレーニング（ＣＳＴ） 

 自己理解と他者理解を目的に、同級生にインタビューをし、その内容をホワイトボード

に書き込んでいくという活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

③キャリアプラン「はじめの一歩」 

 キャリアデザインの見通しを持つことを目的に、理想の 75 歳の人物像を想定し、そこ

に至るまでのキャリアを検討しました。 

 

 

 

 

 

 

④調理実習 

 大樹町の食材を利用してうどんを調理しました。麺は茹でていただいたものを「大樹う

どん」さんより購入したほか、豚肉は「源ファーム」さんから無償でご提供いただきまし

た。また、デザートとして、地元スイーツ店「パティスリー・ナオヤヒロセ」さんのワッ

フルをいただきました。ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

このまちの、すべてが教材です。
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⑤ようこそ教頭 

 教頭講話を行いました。生徒は事前に質問を教頭にぶつけており、その回答をしながら、

ルールとマナーの違いなど生徒に考えさせる問題提起もありました。 

⑥学年団教員との座談会 

 学年団教員のうち３名の教員を囲み、各教員のキャリアについて座談会を行いました。

ベテラン教員の中には様々な経験をしている者がおり、人生観に刺激を受けていました。 

 

 

 

 

 

 

【 ２日目 】 

①～④大樹町巡り 

過去の大樹町、現在と未来の大樹町について、様々な史跡や施設を巡りながら考えても

らう企画です。熱心にメモをとり、大樹町の歴史やロケット開発の今後について、さらな

る探究心をもつことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤・⑥スポーツレク（ミニバレー）・生徒企画レク（バドミントン・ワードウルフ） 

スポーツやレクリエーションを行い、集団行動のあり方を学びつつ、親睦を深める取組

を行いました。 

 

 

 

 

 

 


